
十
三

記
録
機
関
変
更
記
録

イ

変
更
前
債
権
記
録
の
記
録
番
号

ロ

電
子
債
権
記
録
機
関
の
変
更
を
す
る
旨

ハ

法
第
四
十
七
条
の
三
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項

読
み
替
え
る
会
社
法

の
規
定

読
み
替
え
ら
れ
る
字
句

読
み
替
え
る
字
句

第
九
百
四
十
条
第
一

項
第
三
号

異
議
を
述
べ
る

債
権
の
申
出
を
す
る

第
九
百
四
十
条
第
三

項
（
各
号
を
除
く
。）
前
二
項

第
一
項

こ
れ
ら
の

同
項
の

平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

第
七
条
第
一
項
第
一
号
中
「
別
表
第
二
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
十
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
項
」
を
「
別
表

第
二
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
十
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
の
項
」
に
改
め
、
同
号
ウ
中
「
ソ
」
を
「
ナ
」に
改
め
、

同
号
ウ
を
同
号
オ
と
し
、
同
号
ソ
か
ら
ム
ま
で
を
同
号
ナ
か
ら
ノ
ま
で
と
し
、
同
号
レ
中
「
ソ
」
を
「
ナ
」
に
、「
レ

及
び
第
三
項
第
二
号
」
を
「
ネ
及
び
第
三
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
号
レ
を
同
号
ネ
と
し
、
同
号
タ
中
「
タ
に
」
を

「
ツ
に
」
に
改
め
、「
取
引
（
」
の
下
に
「
仮
想
通
貨
の
交
換
等
、」を
加
え
、「
第
三
項
第
一
号
」
を「
第
三
項
第
三
号
」

に
改
め
、
同
号
タ
を
同
号
ツ
と
し
、
同
号
ヨ
を
同
号
ソ
と
し
、
同
号
カ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヨ

仮
想
通
貨
の
交
換
等
（
資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
仮
想
通
貨
の
交
換
等
を
い

う
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
三
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
継
続
的
に
若
し
く
は
反
復
し
て
行
う
こ
と
又
は

同
条
第
七
項
第
三
号
に
掲
げ
る
行
為
を
行
う
こ
と
を
内
容
と
す
る
契
約
の
締
結

タ

仮
想
通
貨
の
交
換
等
で
あ
っ
て
、
当
該
仮
想
通
貨
の
交
換
等
に
係
る
仮
想
通
貨
（
資
金
決
済
に
関
す
る
法

律
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
仮
想
通
貨
を
い
う
。
レ
及
び
第
三
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
価
額
が
二

百
万
円
を
超
え
る
も
の

レ

仮
想
通
貨
交
換
業
に
関
し
管
理
す
る
顧
客
等
の
仮
想
通
貨
を
当
該
顧
客
等
の
依
頼
に
基
づ
い
て
移
転
さ
せ

る
行
為
（
仮
想
通
貨
の
交
換
等
に
伴
う
も
の
を
除
く
。
第
三
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）で
あ
っ
て
、
当
該

移
転
に
係
る
仮
想
通
貨
の
価
額
が
十
万
円
を
超
え
る
も
の

第
七
条
第
一
項
第
二
号
中
「
別
表
第
二
条
第
二
項
第
三
十
七
号
に
掲
げ
る
者
の
項
」
を
「
別
表
第
二
条
第
二
項
第

三
十
八
号
に
掲
げ
る
者
の
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
別
表
第
二
条
第
二
項
第
三
十
八
号
に
掲
げ
る
者
の
項
」

を
「
別
表
第
二
条
第
二
項
第
三
十
九
号
に
掲
げ
る
者
の
項
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
別
表
第
二
条
第
二
項
第
三

十
九
号
に
掲
げ
る
者
の
項
」
を
「
別
表
第
二
条
第
二
項
第
四
十
号
に
掲
げ
る
者
の
項
」
に
改
め
、同
項
第
五
号
中「
別

表
第
二
条
第
二
項
第
四
十
号
に
掲
げ
る
者
の
項
」
を「
別
表
第
二
条
第
二
項
第
四
十
一
号
に
掲
げ
る
者
の
項
」に
、「
法

第
二
条
第
二
項
第
四
十
号
」
を
「
法
第
二
条
第
二
項
第
四
十
一
号
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
別
表
第
二
条
第
二

項
第
四
十
一
号
に
掲
げ
る
者
の
項
」
を
「
別
表
第
二
条
第
二
項
第
四
十
二
号
に
掲
げ
る
者
の
項
」
に
改
め
、
同
条
第

三
項
第
四
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
に
第
一
号
及
び

第
二
号
と
し
て
次
の
二
号
を
加
え
る
。

一

仮
想
通
貨
の
交
換
等

二

仮
想
通
貨
交
換
業
に
関
し
管
理
す
る
顧
客
等
の
仮
想
通
貨
を
当
該
顧
客
等
の
依
頼
に
基
づ
い
て
移
転
さ
せ
る

行
為

第
八
条
中
「
別
表
第
二
条
第
二
項
第
四
十
三
号
に
掲
げ
る
者
の
項
」
を
「
別
表
第
二
条
第
二
項
第
四
十
四
号
に
掲

げ
る
者
の
項
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
別
表
第
二
条
第
二
項
第
四
十
三
号
に
掲
げ
る
者
の
項
か
ら
第
二
条
第
二
項
第
四
十
六
号
に
掲

げ
る
者
の
項
ま
で
」
を
「
別
表
第
二
条
第
二
項
第
四
十
四
号
に
掲
げ
る
者
の
項
か
ら
第
二
条
第
二
項
第
四
十
七
号
に

掲
げ
る
者
の
項
ま
で
」
に
、「
同
表
第
二
条
第
二
項
第
四
十
三
号
に
掲
げ
る
者
の
項
」
を
「
同
表
第
二
条
第
二
項
第
四

十
四
号
に
掲
げ
る
者
の
項
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
第
一
項
第
三
号
イ
中
「
第
三
十
六
号
」
を
「
第
三
十
七
号
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
第
二
条
第
二
項
第

四
十
号
」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
四
十
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
別
表
第
二
条
第
二
項
第
四
十
三

号
に
掲
げ
る
者
の
項
」
を
「
別
表
第
二
条
第
二
項
第
四
十
四
号
に
掲
げ
る
者
の
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
第
一
項
中
「
第
三
十
二
号
及
び
第
三
十
三
号
」
を
「
第
三
十
三
号
及
び
第
三
十
四
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
及
び
第
三
十
号
」
を
「
、
第
三
十
号
及
び
第
三
十
一
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
一
条
第
一
項
中
「
第
二
条
第
二
項
第
三
十
一
号
」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
三
十
二
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
中
「
第
二
条
第
二
項
第
三
十
四
号
」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
三
十
五
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
第
一
項
中
「
第
二
条
第
二
項
第
三
十
六
号
」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
三
十
七
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
四
条
第
一
項
中
「
第
二
条
第
二
項
第
三
十
九
号
」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
四
十
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
五
条
中
「
第
二
条
第
二
項
第
四
十
三
号
」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
四
十
四
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
六
条
第
一
項
、
第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
第
二
条
第
二
項
第
四
十
六
号
」
を
「
第
二
条
第
二
項
第
四
十
七

号
」
に
改
め
る
。

（
電
子
記
録
債
権
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
九
条

電
子
記
録
債
権
法
施
行
令
（
平
成
二
十
年
政
令
第
三
百
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
又
は
分
割
記
録
」
を
「
、
分
割
記
録
又
は
記
録
機
関
変
更
記
録
」
に
改
め
る
。

別
表
の
十
四
の
項
を
同
表
の
十
五
の
項
と
し
、
同
表
の
十
三
の
項
を
同
表
の
十
四
の
項
と
し
、
同
表
の
十
二
の
項

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

（
資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
条

資
金
決
済
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
二
年
政
令
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
四
章

資
金
清
算
（
第
二
十
一
条
・
第
二
十
二
条
）」を
「
第
三
章
の
二

仮
想
通
貨
（
第
二
十
条
の

第
四
章

資
金
清
算
（
第
二
十
一
条
・
第

二
・
第
二
十
条
の
三
）

二
十
二
条
）

」に
改
め
、「
第
二
十
九
条
」
を
「
第
三
十
条
」
に
改
め
る
。

第
一
条
中
「
資
金
移
動
業
者
」」の
下
に「
、「
仮
想
通
貨
」、「
仮
想
通
貨
交
換
業
」、「
仮
想
通
貨
交
換
業
者
」」を
加
え
、

「
又
は
「
銀
行
等
」」を
「
、「
銀
行
等
」
又
は
「
紛
争
解
決
等
業
務
」」に
改
め
、「
、
資
金
移
動
業
者
」
の
下
に
「
、
仮

想
通
貨
、
仮
想
通
貨
交
換
業
、
仮
想
通
貨
交
換
業
者
」
を
加
え
、「
又
は
銀
行
等
」
を
「
、
銀
行
等
又
は
紛
争
解
決
等

業
務
」
に
改
め
る
。

第
九
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
前
払
式
支
払
手
段
発
行
者
が
電
子
公
告
に
よ
り
前
払
式
支
払
手
段
の
払
戻
し
の
公
告
を
す
る
場
合
に
つ
い
て
準

用
す
る
会
社
法
の
規
定
の
読
替
え
）

第
九
条
の
二

法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
を
電
子
公
告
（
会
社
法
第
二
条
第
三
十
四
号
に
規
定
す
る

電
子
公
告
を
い
う
。）に
よ
り
す
る
場
合
に
つ
い
て
、
法
第
二
十
条
第
三
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て
会
社
法
の
規
定

を
準
用
す
る
場
合
に
お
け
る
同
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
技
術
的
読
替
え
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と

す
る
。

（
基
準
日
に
係
る
特
例
）

第
九
条
の
三

法
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
法
第
十
四
条
及
び
第
二
十
三
条

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
法
第
十
四
条
第
二
項
中
「
基
準
日
に
お
け
る
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
日
（
第
二
十

九
条
の
二
第
一
項
の
届
出
書
を
提
出
し
た
日
の
直
前
の
基
準
日
が
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
例
基
準
日
で
あ
る

場
合
に
は
、
当
該
特
例
基
準
日
を
除
い
た
基
準
日
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
お
け
る
」
と
、
法
第
二
十

三
条
第
一
項
第
一
号
中
「
基
準
期
間
」
と
あ
る
の
は
「
基
準
期
間
（
第
二
十
九
条
の
二
第
一
項
の
届
出
書
を
提
出

し
た
日
の
属
す
る
基
準
期
間
が
特
例
基
準
日
（
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
例
基
準
日
を
い
う
。）の
翌
日
か
ら
次

の
通
常
基
準
日
（
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
通
常
基
準
日
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）ま
で
の
期
間

で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
通
常
基
準
日
を
含
む
基
準
期
間
及
び
当
該
基
準
期
間
の
直
前
の
基
準
期
間
）」と

す
る
。

２

法
第
二
十
九
条
の
二
第
三
項
及
び
第
四
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
期
間
は
、
一
年
と
す
る
。

第
十
七
条
第
一
項
第
二
号
中
「
法
第
五
十
九
条
第
一
項
」
を
「
資
金
移
動
業
の
全
部
に
つ
い
て
法
第
五
十
九
条
第

一
項
」
に
改
め
、「
こ
の
号
」
の
下
に
「
、
次
号
」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
次
項
に
定
め
る
場
合
」
を
「
資
金
移

動
業
の
全
部
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
次
項
に
定
め
る
と
き
」
に
改
め
、同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、

同
項
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

資
金
移
動
業
の
一
部
に
つ
い
て
権
利
の
実
行
の
手
続
が
終
了
し
た
場
合

供
託
し
た
履
行
保
証
金
の
額
か
ら

権
利
の
実
行
の
手
続
に
要
し
た
費
用
及
び
当
該
権
利
の
実
行
の
手
続
が
終
了
し
た
日
に
お
け
る
未
達
債
務
の
額

（
法
第
四
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
未
達
債
務
の
額
を
い
う
。
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
控
除
し
た
残
額

第
十
七
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

資
金
移
動
業
の
一
部
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
次
項
に
定
め
る
と
き

供
託
し
た
履
行
保
証

金
の
額
か
ら
同
項
に
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
に
お
け
る
未
達
債
務
の
額
を
控
除
し
た
残
額


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